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大洋基金 ハラスメント研究助成 

募集要項（2027年度） 
2026年10月吉日  

公益財団法人公益推進協会  

目的 

当基金は、すべての人々が安心して能力を発揮できる、健全で心理的安全性の高い職場環境の実現を目指して

設立されました。組織におけるハラスメントは、上下関係の強さなど組織構造による要因が多く、最悪のケー

スでは被害者が命を落とすといった悲劇につながることもあります。再発防止対策は十分とは言えず、社会全

体での取り組みが必要とされています。当基金では、組織におけるハラスメントの実態調査・要因分析、事例

研究などに対し助成を行い、社会全体のハラスメント対策に寄与することを目的とします。 

助成額 

１件あたり50～60万円 ※採択時に選考委員会が決定します。 

助成総額 

180万円程度 

募集期間  

2026年11月4日(水)～2027年1月8日(金)（※WEB申請17：00締切） 

助成対象 

（１）個人やグループによるハラスメントに関する研究で、以下のいずれかに該当する活動費用を対象とします。 

① ハラスメントの実践的な予防策や再発防止策の開発費（ケーススタディ用の資料及び教材作成費など） 

② ハラスメントの発生メカニズムなどの要因研究費 

③ ハラスメントに関する具体的な事例に基づく分析活動費 

※当助成金の使途は、申請された研究等のために必要な費用に限定しており、オーバーヘッド（間接経費）に

ついては認めません。 

 ※支出経費科目の説明については、３ページ別表１「支出経費科目及び経費の性質」を参照してください。 

（２）助成対象期間 １年間 ※2027年4月1日～2028年3月31日までに終了する研究 

応募資格 

日本国内の教育・研究機関に所属する研究者（所属機関のWebページの研究者・教員リスト等に名前が記載さ

れている者）または、e-Rad研究者番号を持つ者とします。※博士後期課程学生の応募も可。国籍不問。 

応募方法 

応募フォーム（ https://form.run/@oubo-taiyou2027 ）に申請書（日本語で作成）を添付し、ご応募くださ

い。 

※申請書は当財団ホームページ（ https://kosuikyo.com/ ）よりダウンロードしてください。 

https://form.run/@oubo-taiyou2027
https://kosuikyo.com/
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※研究者としての身分を証明できるものの提示（researchmapや所属機関のWebページの該当箇所のURLなど）

が必要です。（大学院生は学生証の提出でも可） 

※申請後の差し替え・修正等には原則応じられませんので必ず事前のご確認をお願いします。 

ネット環境の不具合等により受付時間内に応募ができない場合でも締切後は受付不可となります。あらかじめ

余裕をもって手続きをお願いします。 

 

□選考方法及び結果通知  

（１）選考 

当財団の選考委員会において厳正に書類選考し、常任理事会で決定します。なお、応募書類に不備不足がある

場合、選考の対象とならない場合がありますのでご注意ください。また、選考の過程で、必要に応じて追加資

料の提出を依頼する場合や、現地調査もしくはヒアリングを行うことがあります。 

（２）結果通知 

2027年３月下旬を目途に申請者に対し、採否を文書もしくは電子メールで通知します。 

※審査の状況や採否の理由についての照会には回答いたしません。また、応募書類は採否に関わらず返却いた

しません。予めご了承ください。 

□助成金の交付  

助成決定者には、採否の通知時に振込先を記入する用紙をお送りします。  

その用紙が当財団に返送され到着後１ヶ月以内に、指定先口座に振り込みます。 

※国内の指定する口座（申請者の所属機関の口座でも可）に振り込みます。海外口座への振り込みは不可。 

□助成決定者の義務 

 ・研究成果は、積極的に外部発表や公開（関連学会での発表、学術論文、専門誌への寄稿、公開セミナーや

Webサイトでの情報提供など）を行ってください。 

・研究成果の外部発表や公開（当助成金で実施する講演会等に関する広報物（チラシ・パンフレット・ホーム

ページ等）含む）に当たっては、「公益財団法人公益推進協会 大洋基金による助成事業（英名：Public 

Promoting Association Taiyou Foundation）」であることを明記してください。 

・助成金を受給した場合は、申請の予定通り研究等を行ってください。 

・受給した助成金は、善良なる管理者の注意をもって管理し、申請した研究課題等以外への利用はしないでく

ださい。 

・助成期間終了後、３ヶ月以内に下記書類を指定するフォームにて提出してください。 

① 研究報告書（指定書式）※成果物（論文・刊行物等）を添付 

② 使途報告書（指定書式）※支払先や支払金額が明記された領収証やレシートの写しを原則添付 

・採択決定後、研究課題等や申請内容に重要な変更が生じた場合には、速やかに当財団に報告してください。 

・助成期間中に当財団関係者が助成決定者を訪問して、計画の進捗状況を確認させていただくことがあります

ので、ご対応をお願いします。 

□助成金の交付決定の取り消し及び返還 

助成研究等の中止の申請があった場合、次の各号に掲げる場合又は上記義務に違反した場合は、助成金の交付

の決定を取り消し、交付した助成金があるときはその一部もしくは全部の返還をしていただきます。 

（１）助成対象研究課題等が完了しなかったとき 

（２）助成金を他の用途に利用したとき 

（３）偽りその他不正な手段により助成金の交付を受けたとき 

（４）公序良俗に反する行為や善良なる管理者の注意義務を怠った事実が判明したとき 

（５）募集要項及び当財団が依頼した内容や条件に違反もしくは従わなかったとき 
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□その他 

 ・研究成果に基づく特許または実用新案の出願に関して、当財団は権利を主張しません。 

 ・個人情報は選考や採否連絡など助成関連の業務に限定し使用します。法令等の定める場合を除き、事前に本

人の同意を得ることなく個人情報を第三者に提供することはありません。 

 ・採択された助成に関する情報（氏名、所属、研究課題、報告書等）は、当財団の事業報告書、ホームページ、

記念誌等にて公表する場合があります。 

 

別表１ 支出経費科目及び経費の性質 

支出経費科目 経費の性質 

物品費 物品を購入するための経費 ※汎用性の高い物品については対象外 

図書購入費 
図書、書籍購入費（年間購読料を含む。）※研究に密接に関連した図書

以外は対象外 

旅費 

研究代表者、研究分担者、連携研究者及び研究協力者の海外・国内出張

（資料収集、各種調査、研究の打ち合わせ、講演会開催等）の為の経費

(交通費、宿泊費、日当等) 

※キャンセル料（やむを得ない事情がある場合に限る）を含む。 

※学会に参加するだけでは対象外。但し、同時期に別途、資料収集、各

種調査、研究の打ち合わせ等の活動を行う場合は対象。 

人件費・謝金 

資料整理、実験補助、翻訳・校閲、専門的知識の提供、アンケートの配

布・回収、講演会開催、研究資料の収集などを行う研究協力者（ポスト

ドクター・リサーチアシスタント・外国の機関に所属する研究者等）に

係る謝金、報酬、賃金、給与、労働者派遣業者への支払いのための経費 

印刷製本費 印刷費、複写費、現像・焼付費、パンフレット作成費等の経費 

通信運搬費 通信費(切手､電話等)、運搬費等の経費 

会議費 会場賃料、食事（アルコール類を除く) 費用等 

そ の 他 

上記のほか当該研究を遂行するための経費 

（例：研究実施場所借上費（大学の施設において当該研究の遂行が困難

な場合に限る）、リース・レンタル費用（コンピュータ、自動車、実験

機器・器具等）、機器修理費用、研究成果発表費用（学会誌投稿料、ホ

ームページ作成費用、一般市民を対象とした研究成果広報活動費用）、

実験廃棄物処理費等） 

 

助成に対する問い合わせ先 

〒162-0826 東京都新宿区市谷船河原町9-2 公益ビル 

公益財団法人公益推進協会 大洋基金担当 

E-mail：info@kosuikyo.com（件名は「【問合せ】大洋基金_氏名」としてください） 


